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• 借地借家法においては、賃貸人による契約更新拒絶に係る通知又は建物の賃貸借の解約の申
入れに当たっては「正当事由」の存在が必要であり、その正当事由については、建物の賃貸
人及び賃借人が「①建物の使用を必要とする事情」を主たる事由としつつ、

②建物の賃貸借に関する従前の経過
③建物の利用状況
④建物の現況
⑤賃貸人から賃借人への 産上の給付（いわゆる「立退料」）

を考慮することが法文上明記されている。

• しかしながら、それら基準の斟酌の程度などについて、判例や弁護士事務所等における実務
的にも明確な基準がないなどの課題があり、居住用借家のみならず、むしろ実務では営業用
借家の方が状況として複雑であり、問題になるケースも多い。

• このため、既存判例や事例などを参考に、一定の手続きをADRの仕組み等で整備する等で正
当事由の具備が相当とみなされるような制度づくりを行うことも考えられる。

• こうした中で、本WGでは、様々な制度対応を行うためのバックボーンとして、開発側・借
家側・法曹界が共通で使えるような一定の尺度（モノサシ）の策定などを目指すこととする。
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はじめに

研究の背景

• 旧借地法と旧借家法を1つの法律に統合する借地借家法が1992年に施行されるまでに、中曾
根内閣の公的規制緩和・民間活力導入路線のもとで、「土地の有効利用の必要性及び相当性
や「建物の存する地域の状況その他一切の事情」等が正当事由の要素とすべきかが議論され
た。しかし、これらの要素が正当事由として組み込まれることはなく、法律は成立した。

• このような構造を有する借地借家法について、都市再開発法等の公法領域との関連が未整備
であるという指摘がある。

• 一方で、正当事由に土地の有効利用の必要性を含めることは公法と私法との混同であり、法
体系に基本的矛盾を持ち込むことになるという主張もある 。

• しかし、土地の有効利用を理由とする解約申し入れの場合も、裁判所が立退料を条件として
正当事由を認める傾向にある実態が指摘されている 。

参考文献
• 法務省民事局参事官室 (1985) 「借地・借家法改正に関する問題点」
• 法務省民事局参事官室 (1989) 「借地法・借家法改正要綱試案」
• 生熊長幸 (1993) 「借地借家法改正と土地の有効利用 ― 賃貸住宅政策における意義について―」、都市住宅学会、1993(4)、

30-35.
• 七戸克彦 （2018） 「正当事由と立退料の今日的課題」、『不動産法論点大系』、308-333、民事法研究会.
• 大西康博 (2010) 『土地法の基礎的研究 -土地利用と借地権、土地所有権』、 敬文堂
• 田山輝明 (1987) 「借地法と都市開発」、 日本民主法律家協会、 法と民主主義220号、 12-13. 
• 吉田克己 (1989)「高度利用・立退料・正当事由」法律時報、61、 4、142.
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はじめに

既往研究を踏まえた本研究の位置づけ、目的

宗建明 (1998) 「正当事由と「土地の有効利用」：公と私の関係を中心として」、 北大法学研究科ジュニ
ア・リサーチ・ジャーナル、 5、33-65.
→公共的な概念として土地の有効利用を捉える研究。行政計画自体の斟酌について分析するものではなく、
かつ、借地借家法施行以前の1990年前後の10例程度の判例を扱うに留まる。

大野武 (2018) 「借地制度の基礎理論・法解釈論・政策論の再検討 （3・完）」、 明治学院大学法学研究、
104、1-25.
→借地制度における正当事由と土地の有効利用に関する学説の概観を通じて正当事由制度の再構築の必要性
を主張する研究。実態把握を伴ったものではない。

七戸克彦(2018) 「正当事由と立退料の今日的課題」、『不動産法論点大系』、308-333、民事法研究会.
→借地借家の双方を対象に正当事由と立退料についての2007年から2017年までの350弱の判例を分析した研
究。行政計画に着目したものではない。

→正当事由には公法的領域が影響を与え得るという実態があるが、公共性の根拠となる行政計
画に着目して実態把握を行う研究は少ない。判例分析を通じて行政計画の斟酌の実態を明らか
にした研究は見られない。
本研究では、正当事由の判例分析を通じて、行政計画の斟酌の実態・メカニズムを明らかにす
ることを目的とする。行政計画が正当事由の判示にどのように影響を与え得るかを実証的に明
らかにする点に本研究の意義・新規性があると考える。
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1.1 研究の対象と方法

• Westlaw Japanにおいて借地借家法28条に関する判例を検索し、立退を対象としていない判
例を除外し、同一の係争を統合した232例を抽出した。

• 全232例中、居住用が50例(21.6%)、事業用が173例(74.6%)、併用が8例(3.4%)、別荘が1例
(0.4%)となっており、その大半が事業用の判例であった 。

1. 研究の方法と構成

図１ 判例における借家の種類の内訳
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1.2 判例分類の枠組み

• 公法に内在する公益性の尺度として行政計画における権利の制限の強さを踏まえ、行政計画を分類する枠
組みを設定

• 行政計画の分類として、 ①法定事業、②法定規制、③法定計画、④非法定計画等という４区分を設定し
た。

• 行政計画の主張のないその他の判例に関しては、⑤物理的改変のある任意の計画・事業、⑥物理的改変な
しの任意の計画に分類した。

図２ 判例分類の枠組み

1. 研究の方法と構成
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2.1  行政計画の有無・種類に応じた判例の内訳

• 全232例中、行政計画が主張されたのは40例(17.2%)であり、うち居住用が5例、事業用が34例、併用が
1例であった。

• ①法定事業は7例(3.0%、うち1例は法定計画あり)、②法定規制は25例(10.8%、うち1例は法定計画、2
例は非法定計画あり)、③法定計画は5例(2.2%、うち1例は法定規制あり)、④非法定計画等は3例(1.3%)、
⑤物理的改変のある任意の計画・事業は124例(53.4%)、⑥物理的改変なしの任意の計画は68例(29.3%)
であった。

2. 判例の分類と判示の傾向

図３ 分類に応じた判例数の内訳
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2.2  主張された行政計画の種類

• まちづくり協議会やまちづくり協定のように、その公的位置付けや権利制限を伴うかが一概に分類できな
い行政計画については、判例から個別に読み取り、分類を行った。

2. 判例の分類と判示の傾向

表1 主張された行政計画とその分類
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2.3  行政計画の有無・判例分類に応じた判示の傾向

• 行政計画の主張された判例では、認容率は85.0%であった一方、行政計画の主張のない判例
では、認容率は58.3%であった。有意水準5%未満を満たしていた。

• 個別の分類として有意水準5%未満を満たしているのは①法定事業、⑤任意の計画・事業(物
理的改変有)、⑥任意の計画(物理的改変無)であった。

• 行政計画の有無による認容率の差よりも、⑤と⑥の間の認容率の差の方が大きかった。
→物理的改変（建替え、改修）が正当事由として判示に影響した上で、
行政計画が正当事由を補完していると推察される

2. 判例の分類と判示の傾向

 

χ2=30.637 (p=0.000)

①法定事業
(N=7)

②法定規制
(N=25)

③法定計画
(N=5)

④非法定
計画等
(N=3)

⑤任意の計画
・事業(物理的
改変有)(N=124)

⑥任意の計画
(物理的改変無)

((N=68)

認
容

7(100.0%)
(2.062)

19(76.0%)
(1.432)

5(100.0%)
(1.734)

3(100.0%)
(1.338)

86(69.4%)
(2.171)

26(38.2%)
(-5.015)

棄
却

0(0.0%)
(-2.062)

6(24.0%)
(-1.432)

0(0.0%)
(-1.734)

0(0.0%)
(-1.338)

38(30.6%)
(-2.171)

42(61.8%)
(5.015)

表3 判例分類に応じた判示の傾向 表2 行政計画の有無に応じた判示の傾向 
χ2=10.091 (p=0.001)

A.行政計画の
主張がある

(N=40)

B.行政計画の
主張がない
(N=192)

認
容

34(85.0%)
(3.177)

112(58.3%)
(-3.177)

棄
却

6(15.0%)
(-3.177)

80(41.7%)
(3.177)
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3.1  斟酌の傾向

• 「斟酌があり、立退料なく認容」、「斟酌があり、立退料とともに認容」、「斟酌はないが、立退料とと
もに認容」、「斟酌はあるが、棄却」、「斟酌がなく、棄却」の5つに分類した。

• 斟酌の有無とは、原告・被告いずれかの主張に行政計画が含まれた判例のうち、裁判所が正当事由の判断
において行政計画に言及して、賃貸人の使用を必要とする事情として事実認定もしくは斟酌すると明確化
しているか否かを基準としている。

• 認容と一部認容の違いは立退料を事前に提示していたか否か、またはその額に関する係争によるものが大
半であったため、区別しないものとした。

3. 行政計画の分類に応じた斟酌の実態

図4 行政計画の分類に応じた斟酌の傾向
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3.2  分類別の斟酌の実態①法定事業

• 「斟酌があり、立退料なく認容」が2例(判例番号1,5)、「斟酌があり、立退料とともに認容」が4例(判例番号2
〜4,6)、「斟酌はないが、立退料とともに認容」が1例(判例番号7)であった。

• 用地の収用が可能となる事業計画認可後の段階では、正当事由として積極的に斟酌されていた。
• 法定事業は「使用を必要とする事情」として斟酌されていた。これは、賃貸人が従わなければならない蓋然性

が大きくなるという法定事業の性質に起因すると推察される。
• 概ねの傾向ではあるが、事業段階が進むとより強く斟酌されていた。

3. 行政計画の分類に応じた斟酌の実態

①法定事業が主張された判例一覧
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3.3  分類別の斟酌の実態②法定規制（単体規定）

• 「斟酌があり、立退料とともに認容」が3例(判例番号8〜10)、「斟酌はあるが、棄却」が2例(判例番号11,12)で
あった。

• 耐震診断が実施された上で、本件建物の現況(判例番号8)や耐震診断の状況(判例番号10)といった「建物の現
況」として斟酌されていた。

• 耐震診断が未実施であるものの、耐震改修促進計画の対象建物であることを「使用を必要とする事情」の一要
素として斟酌する判例番号9も見られた。

3. 行政計画の分類に応じた斟酌の実態

②法定規制が主張された判例一覧(単体規定) 



14

3.3  分類別の斟酌の実態②法定規制（ゾーン規定）

• 「斟酌があり、立退料とともに認容」が15例(判例番号13〜27)、「斟酌はないが、立退料とともに認容」が1例
(判例番号28)、「斟酌はあるが、棄却」が2例(判例番号29,30)、「斟酌がなく、棄却」が2例(判例番号31,32)で
あった。

• 地域の状況を踏まえた建替えの必要性を補強し、賃貸人の「使用を必要とする事情」の正当事由を補完する要
素となっていた。

• 賃借人の「使用を必要とする事情」として斟酌される場合も見られた。

3. 行政計画の分類に応じた斟酌の実態

②法定規制が主張された判例一覧(ゾーン規定) 
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3.4  分類別の斟酌の実態③法定計画

• 「斟酌があり、立退料なく認容」が1例(判例番号33)、「斟酌があり、立退料とともに認容」が4例(判例番号34
〜37)であった。

• 法定計画は具体的な権利制限が伴わず、その事実に言及した判例があるにも関わらず、一定程度斟酌され、
「使用を必要とする事情」に関わる正当事由を補完していた。

• 特に、再開発促進区や特定都市再生緊急整備地域については、公共性を認めて斟酌される傾向が見られた。こ
れは、賃貸人が従わなければならない蓋然性が大きくなる法定事業に発展していく可能性があるためだと推察
される。

3. 行政計画の分類に応じた斟酌の実態

③法定計画が主張された判例一覧
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④非法定計画等が主張された判例一覧

3.5  分類別の斟酌の実態④非法定計画等

• 「斟酌があり、立退料とともに認容」が2例(判例番号38,39)、「斟酌はないが、立退料とともに認容」
が1例判例番号40)であった。

• 協議会のような組織体でも、それが具体的な活動や計画を有する場合には、正当事由を補完する要素と
して斟酌されていた。

• 公共性というよりも使用の必要性の具体性という観点からの斟酌されている傾向が強く、行政計画とし
ての斟酌は法定の行政計画と比べると弱いと捉えられる。

3. 行政計画の分類に応じた斟酌の実態
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図5 行政計画と正当事由の要素との対応関係

4.1 行政計画の斟酌のメカニズム

• 借地借家法28条に基づく正当事由の総合的な斟酌を前提として、物理的改変（建替え、改
修）の計画が正当事由として斟酌された上で、行政計画は正当事由を補完する要素となり、
認容率を高めていたことが明らかになった。

• 特に、①法定事業は個別の分類としても有意に認容率を高めており、斟酌の程度は他の行
政計画と比較して強いと捉えられる。

4. 考察

法定事業

法定計画

法定規制（ゾーン規定）

法定規制（単体規定）

非法定計画等

使用を必要とする事情

従前の経過

建物の利用状況

建物の現況

財産上の給付
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4. 考察

図5 行政計画と正当事由の要素との対応関係

法定事業

法定計画

法定規制（ゾーン規定）

法定規制（単体規定）

非法定計画等

使用を必要とする事情

従前の経過

建物の利用状況

建物の現況

財産上の給付

4.1 行政計画の斟酌のメカニズム

• 行政計画は賃貸人・賃借人双方の「使用を必要とする事情」や「建物の現況」として斟酌
されていた。

• ①法定事業をはじめとする物理的改変が公共性に合致することを示す行政計画は、主に賃
貸人の「使用を必要とする事情」として正当事由を間接的に補完していた。

• ゾーン規定のように地域の状況に係る行政計画は、賃貸人の「使用を必要とする事情」の
みならず、賃借人が使用する用途の代替性の有無の判断に影響していた。
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4.2  今後の可能性と課題

• 本研究は、制定から約30年経って一定の判例数が蓄積された借地借家法の運用を行政計画
の斟酌という観点から探求し、公共性が私法領域の判断にどのように組み込まれているか
についての一側面の実態把握を行うことで、新たな判例理論の構築に向けた基礎的知見を
示した。

• 本研究では、行政計画が、正当事由の判断要素との間でどのように斟酌され、判示に影響
しているかに関する分析に留まる上に、個別分類の行政計画の判例においては必ずしも十
分なサンプル数がなかった。加えて、正当事由を補完する立退料や判決に至るまでの期間
については分析の対象としておらず、今後、こうした判示の詳細に焦点を当てた分析が必
要だと考えられる。

4. 考察


	CREIテーマ１研究�建物賃貸借契約の更新拒絶の正当事由における�行政計画の斟酌の実態　�
	立退料算定に係る実務家WG　趣旨
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19


<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.3

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [1200 1200]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



